
 成婚率にこだわる婚活支援サービスを展開する株式会社パートナーエージェント（本社：東京都品川区、代表取締役：
佐藤茂、http://www.p-a.jp/、以下パートナーエージェント）は、｢ゆう活・未婚の社会人の自由時間」に関するアンケート調

査を実施いたしましたので、その結果を発表いたします。 
 
＜調査背景＞ 
2015年7月1日から、勤務時間を朝型に変えて夕方の時間帯を有意義に過ごしてもらおうという政府の取り組み「ゆう活」
が、国家公務員を対象に運用開始しました。同様の動きは一部の企業でも広がっており、勤務時間を朝型へシフトしても
らおうと早朝出勤者向けに朝食を用意するなどの取り組みが見受けられるようになってきました。 
このような朝早めの時間から働いて、夕方の時間を活用しようという動きについて、ビジネスパーソンはどのように感じて
いるのでしょうか。また、今回は、ゆう活によって増やそうとしている平日終業後の自由時間について、現状でどれくらい
の時間が自由になっているのか、その時間をどんな活動に充てているのかといった点について25～34歳の未婚の社会
人を調べてみました。 
 
 
＜調査結果サマリ＞ 
・ゆう活のような朝型勤務推奨の制度、「導入された」「検討中」はまだ15％ 
・朝型勤務の経験者ほど、ゆう活に賛成。76.5％が支持 
・業務終了後に自由に使える時間、「2時間」以内が58.5％ 
・自由時間の使い道、男性は趣味、女性はコミュニケーション 
・自由時間が多いと「テレビ」「Web」「SNS」「音楽」「ゲーム」などが増加 
・活動別の使用時間、「テレビ」（72分）と「Web」（70分）がトップ2 
 
 
 

Vol.35 婚活総合研究所「ゆう活・未婚の社会人の自由時間の使い方」アンケート調査実施 

若手社会人が自由にできる“アフター5” 
「1時間未満」が20％。約6割が「2時間」以内。 
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～自由時間の使い道、男性は趣味、女性はコミュニケーション。約8割が「ゆう活」普及を望む～ 

まず、ゆう活や、ゆう活のような朝型勤務を推奨する取り組みをしている組織・企業に勤めている人の割合を調査してみまし
た。その結果は、以下のグラフのようになっています。 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞  
株式会社パートナーエージェント  広報担当：森川 

TEL.03-6388-9831 FAX.03-5759-2701   

◆ゆう活のような朝型勤務推奨の制度、「導入された」「検討中」はまだ15％ 

朝型勤務推奨の取り組みが「導入された」か「導入検討され
ている」組織・企業に勤めている人は15.0％。特に、ゆう活が
始まったことを機に「導入された」か「導入検討されている」よ
うになったのは8.0％でした。 
一方、71.0％が「そのような動きはない」と回答しています。
ゆう活のような取り組みの影響を受けている人は、まだ一部
にとどまっていることが分かります。 



◆朝型勤務の経験者ほど、ゆう活に賛成。76.5％が支持 

それでは、ゆう活のような朝型勤務推奨の動きがあることについては、賛成派と反対派、どちらの方が多いのでしょうか。 
尋ねてみたところ、「賛成」「どちらかといえば賛成」の賛成派は44.0％でした。「反対」「どちらかといえば反対」という反対派
の15.5％を上回っています。 
 
さらに、勤務先で朝型勤務推奨の取り組みが導入された回答者に絞って結果を見てみました。すると、サンプル数は少ない
ものの、賛成派は76％に達し、反対派はわずか6％にとどまりました。 
ゆう活のような取り組みに対しては、「早朝から出勤しても夜間の残業時間は減らず、疲れが増すだけ」といった懸念の声も
あがってきているようですが、実践してみた人たちの間では評価する声が多いようです。 
また、朝型勤務推奨の制度が既に導入されている回答者に自由回答形式で朝型勤務の利点・欠点について意見を求めて
みたところ、「時間を有効に活用することができる」「働きやすい」「理想的である」といった全面的に賛成する意見、「利点は
家族や自分の時間が取れること、欠点は給料が下がること」「早く帰れて電車がすいているが、早起きがきつい」といった一
長一短をあげる意見、「朝食提供の制度が始まったが、適用になるには、朝早く出社することと、就業後の時間外を確実に
行うこととあるので、制度を利用できない」といった課題をあげる意見などが集まりました。 
 

朝型勤務推奨企業に勤めている回答者 

◆業務終了後に自由に使える時間、「2時間」以内が58.5％ 

政府がゆう活によって増やそうとしている平日就業後の
自由時間。果たして現状で、若手社会人は自由になる
時間をどれくらい持っているのでしょうか。 
 
その点について調べてみたところ、「1時間未満」
（20.0％）、「1時間」（13.5％）、「2時間」（25.0％）となり、
「2時間」以内が58.5％となっていました。 

◆自由時間の使い道、男性は趣味、女性はコミュニケーション 

続いて、平日または出勤日に帰宅後の自由時間が
「1時間」以上あると回答した人に、その自由時間中、
どんな活動をしているかと尋ねてみました。 
 
その結果、最も多くの人が挙げたのは「Webサイトを
閲覧する」（53.1％）。続いて「テレビを見る」（52.5％）、
「SNSをチェック／書き込む」（31.9％）、「音楽を聴く」
（29.4％）なども多くの人から選ばれています。 



 この結果を男女別に集計してみたところ、男性は平均3.9種類の活動をしていた一方、女性は平均4.6種類と男性よりも多くの活
動をしていたことが分かりました。 
 その中でも、「家族・恋人・友人・知人と直接話す」「家族・恋人・友人・知人とメールする」「SNSをチェック／書き込む」などの項
目では男性を10ポイント以上も上回りました。男性よりも女性の方が、誰かとコミュニケーションを取るための活動に積極的だと
言えそうです。 
  
一方、男性のデータを見ると、女性と比べて「軽い運動やスポーツをする」「ゲームをする」では5ポイント以上、「Webサイトを閲覧
する」「マンガを読む」では4ポイント以上、上回っていました。男性の方が自分の趣味により時間を費やしていると考えられます。 

◆自由時間が多いと「テレビ」「Web」「SNS」「音楽」「ゲーム」などが増加 

それでは、ゆう活などの取り組みによって平日または出勤日の自由時間が増えれば、こうした活動内容に違いは生まれてく
るのでしょうか。 
その参考になりそうなデータを収集する目的で、自由時間が「2時間」以内の回答者と「3時間」以上ある回答者とに分けて集
計し直した上で、その結果を比較してみました。 
 
すると、「2時間」以内の人が平均3.8種類の活動をしていたのに対して、「3時間」以上の人は平均4.7種類でした。 
各活動を詳しく見ると、5ポイント以上の差が開いたのは「家族・恋人・友人・知人と直接話す」「テレビを見る」「仕事とは関係
ない雑誌・書籍を読む」「Webサイトを閲覧する」「SNSをチェック／書き込む」「音楽を聴く」「ゲームをする」といった活動。「家
族・恋人・友人・知人と直接話す」以外は、暇つぶしのためによく行う活動に時間を割いていると言えるかもしれません。 



◆活動別の使用時間、「テレビ」（72分）と「Web」（70分）がトップ2 

本調査では平日または出勤日の自由時間にする活動内容を聞くだけでなく、各活動について、
どれくらいの時間とお金を使っているかも調べてみました。 
 
それぞれの結果は、下記のとおりです（時間・金額の平均値を算出したグラフは、n=10以上の
項目のみ掲載）。 
「テレビを見る」（72.1分）、「Webサイトを閲覧する」（70.7分）、「何もせずに休む」（60.0分）といっ
た活動に時間を使う人が多いようです。また、私的に使用する費用についても月2,500円未満
が多く、仕事後は飲み会というよりインドアで過ごす未婚の若手社会人が多い傾向にあるよう
です。 

＜調査概要＞ 
調査方法：インターネット調査 
調査対象：25～34歳の未婚で企業などに
勤務している男女200名 
集計期間：2015年8月12日～8月17日 

※5%以下は非表示 

※5%以下は非表示 



＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞  
株式会社パートナーエージェント  広報担当：森川 

TEL.03-6388-9831 FAX.03-5759-2701   

[株式会社パートナーエージェント 会社概要] 
商       号：株式会社パートナーエージェント 
代  表  者：代表取締役 佐藤 茂 
設       立 ：2006 年 9 月 
所  在  地：東京都品川区大崎1丁目20-3  
       イマス大崎ビル4階 
U   R    L ： http://www.p-a.jp/    
事業内容 ： 

～代表メッセージ～ 
現代は、結婚しにくい時代と言われています。 
仲人やお見合いなどの社会的な出会いの場が減少し、 
結婚をしたくても機会に恵まれない多くの独身者がいます。 
当社は、もっと信頼できる結婚情報サービスを目指して設立されました。 
従来の結婚相談のサービスを見直し、結婚を望む顧客へ高い成果を 
提供することで多くのお客様の支持を頂いてきました。 
これからも、1年以内の結婚を支援するエージェントとして 
未婚・晩婚を解決する社会の実現へ貢献して参ります。 
 

パートナーエージェント銀座店 

 1.結婚相手の紹介、相談 
 2.交際、結婚に関する調査研究 
 3.イベント、旅行の企画・運営 
 4.生命保険、損害保険代理店 
 5.挙式、披露宴の企画・斡旋 
 6.カウンセリング、各種セミナー運営 
 7.会員誌、その他出版 
 8.Webサイト、Webコミュニティの企画・運営 

 各支店一覧 
 ◆札幌店       (北海道札幌市中央区北5条西2-5 JRタワーオフィスプラザさっぽろ15階) 
 ◆新宿店       (東京都新宿区西新宿1-13-12 西新宿昭和ビル9階) 
 ◆西新宿店      (東京都新宿区西新宿1-22-15 グラフィオ西新宿10階) 
 ◆銀座店          (東京都千代田区有楽町2-5-1 有楽町マリオン14階) 
 ◆銀座数寄屋橋店 (東京都中央区銀座5-1-7 数寄屋橋ビル5階) 
 ◆池袋店          (東京都豊島区西池袋1-17-10 エキニア池袋4階) 
 ◆丸の内店        (東京都千代田区丸の内3-1-1 国際ビル2階) 
 ◆町田店         (東京都町田市中町1-1-4 No.R 町田北3階） 
 ◆上野店          (東京都台東区上野2-13-10 朝日生命上野ビル 6階）  
 ◆横浜店          (神奈川県横浜市西区北幸2-1-22 ナガオカビル5階） 
 ◆大宮店          (埼玉県さいたま市大宮区仲町1-110 OMIYA NSDビル8階） 
 ◆千葉店           (千葉県千葉市中央区新町1-17 JPR千葉ビル13階） 
 ◆船橋店          (千葉県船橋市本町6-2-20 ゼブラ船橋ビル6階） 
 ◆静岡店           (静岡県静岡市葵区御幸町11-30 エクセルワード静岡ビル9階） 
 ◆岡崎店           (愛知県岡崎市明大寺町川端19-14 朝日生命東岡崎ビル2階）※9月4日(金)オープン 
 ◆名古屋店        (愛知県名古屋市中村区名駅4-5-20 第二堀内ビルディング8階） 
 ◆名駅桜通北店  (愛知県名古屋市中村区名駅2-41-10 アストラーレ名駅5階）  
 ◆大阪店          (大阪府大阪市北区梅田1-8-17 大阪第一生命ビル6階） 
 ◆なんば店       (大阪府大阪市中央区難波3-6-11 なんば池田ビル6階) 
 ◆京都店          (京都府京都市下京区四条通烏丸東入長刀鉾町20番地 四条烏丸TFスクエア3階） 
 ◆神戸店          (兵庫県神戸市中央区小野柄通7-1-1 日本生命三宮駅ビル6階） 
 ◆福岡店         (福岡県福岡市中央区天神2-3-13  USHIOビル5階） 

http://www.p-a.jp/、
http://www.p-a.jp/、
http://www.p-a.jp/、
http://www.p-a.jp/、

